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音楽的な“見方・考え方”を深める
鑑賞活動の創造



音楽的な“見方・考え方”を深める とは

音楽を多面的にとらえることが必要

•音楽の素材としての音（音色、音の質感など）

•音楽の構造（リズム、旋律、テクスチュア、強弱など）

•喚起されるイメージや感情（「切ない」「祈るような感じ」など感性の
働き）

•文化的・歴史的背景や他芸術との関わり（オペラや詩との関連、そ
の時代の社会背景）

•表現・批評の観点（なぜそのように感じたのかを根拠をもって言語
化する）



第1時 「ｍｙ music」をさぐる

• クラシック、邦楽、現代音楽など多様な５曲を鑑賞し、「my music」
になりうる曲を見つけていく。



第1時の追究用紙です。第一印象や音楽の特徴など、感じた
ことを書いています。





第2、３時 「my music」を深める つくる

•楽譜を示し、音楽の分析を促す。さらに題名や作曲
者から背景を調べ、分析を深める。







第4時 「ｍｙ music」を広める

•生活班（6人）で発表し、動画を提出させた

（別ファイルで音声を公開しています）



生徒の振り返りから



音楽を多面的に読み解く力（分析・解釈）

•初めに聞いた印象を、題名・楽譜・背景と結びつけて、より具体的に
根拠的に説明できるようになった

•曲から感じることと楽譜の記号を結びつけて、曲全体の変化の理由
について考えられた

•印象と実際の音の違いから、自分がなぜそう感じたのかを考える力
が身についた

楽譜・構造・音の特徴・印象・背景など、さまざまな視点を関連づ
け ながら曲を深く理解し、自分の感じ方を根拠をもって説明



音楽をことばで伝える力

•音楽の好きな細かいところを言葉で表現し、人に伝える力がついた

• どこが好きなのかを分かりやすい言葉で説明したり、伝わる表現を
工夫できるようになった

•分析した特徴と自分の感じたことを結びつけて、相手に伝わる形で
説明できるようになった

自分が捉えた特徴や感じた価値を音楽的語彙で整理し、

誰にでもわかる形で発表・言語化
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